
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇学力向上における全職員
による共通理解と共通実践

○学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上。

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校内研修等
により取組の推進を図る。
・随時、進捗状況等を確認しながら、確実な履行を進め、
達成者を増やしていく。

Ａ

・１１月実施のアンケート調査で、「マイプランの成果指標を意識して日々の
授業に取り組んでいる」と肯定的に回答した教師９４．４％。
・各自が設定した成果指標を最終的に達成できるように、互いに声をかけ
合いながら教師一人一人の意識レベルをさらに上げていく。

Ａ

・「マイプランの成果指標を意識して日々の授業に取り組んでいる」と肯定的に回答した教師１００％。
・各教師のマイプランと自身の業績評価表の内容をリンクさせることで、学力向上対策評価シートの意義をよ
り明確にすることができた。 Ａ

・先生方の努力にはいつも頭が下がる思いです。
・学力向上のため、マイプランの職員間共有、職員研修の充実等、学力向上への取組が強化されたこと
は評価できる。学習規律の確立についても効果を上げていると感じる。
・学力向上と具体的な取組との関係性が分かりづらいので、この部分についてはきちんとした分析が必
要である。

○学習規律の確立 ○「よい姿勢で授業を受けている。」「はっ
きり聞こえるように話す。」と答えた児童生
徒７０％以上。

・「学びの７本柱（学習規律重点項目）」を児童生徒に配
付・確認し、継続した指導を粘り強く行う。
・毎学期２回ずつ（年間６回）、「学びの７本柱」につい
て、児童生徒が自己評価をする場を設定し、改善を図っ
ていく。

Ｂ

・１１月実施のアンケート調査で、「よい姿勢で授業を受けている」と肯定的に回答し
た児童生徒６６．７％、「はっきり聞こえるように話す」と肯定的に回答した児童生徒
８０．１％。
・正しい姿勢を保つことで生まれる効果を児童生徒に伝えたり、よい姿勢で授業に
臨む児童生徒を積極的に称賛したりしながら、全校の定着率をさらに高めていく。

Ａ

・アンケートで、「よい姿勢で授業を受けている」と肯定的に回答した児童生徒７４．０％、「授業中ははっきり
聞こえるように話している」と回答した児童生徒７８．１％。
・姿勢の保持やはっきり話すことが学力向上にどのように結びつくのかを児童生徒に理解させながら取組を
強化することができた。

Ａ

・学校では、子どもたちは正しい姿勢で学習しているが、家庭ではどうか。こうした躾については、そもそ
も家庭が担うべきものではないか。
・学ぶ姿勢の大切さを児童生徒に継続的に伝え、理解を深めさせて欲しい。
・学習規律の確立は、他の評価項目の向上にもつながる大事な基盤となるものだと思うので、特に注力
して欲しい。

●児童生徒が、自他の生命
を尊重する心、他者への思
いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊
かな心を身に付ける教育活
動

○児童生徒の規範意識や人を思いやる
心に関する質問で肯定的な回答した児童
生徒８０％以上。

・友達のいいところやしてもらってうれしかったことを書い
て掲示する「ぽかぽかの木」に取り組む。
・年間計画に沿った道徳科の授業に取り組むとともに、
豊かな心を育む教育活動に年間を通して取り組む。
・「いじめ防止、心を考える日」に合わせて、全校で人権・
同和教育や平和学習に取り組む。

Ｂ

・「ぽかぽかの木に花を咲かせよう」の実施に向けて、小学部・中学部で連
携して実施することができた。
・フリー参観の時に、全学年で発達段階やクラスの実態に合わせたテーマ
を題材に「ふれあい道徳」授業を実施した。
・６月に小学部・中学部ともに平和学習を実施した。
・年間を通して、それぞれの実態に合わせた内容で人権学習を行い、人権
意識を高めることができた。

Ａ

・最終評価では、児童生徒の規範意識や思いやる心に関する質問で、肯定的に回答した児童生徒が９０％近
くに達した。
・「ぽかぽかの木に花を咲かせよう」の取組を実施後、休み時間などに掲示した「ぽかぽかの木」の前で立ち
止まり、カードを読んでいる児童生徒が多く見られた。
・毎月の人権教室や平和集会・人権集会を開催し、児童生徒の人権意識を高めることができた。
・輪番制で全職員が講話をすることで、児童生徒に多様な考え方や人権の大切さを伝えることができた。

Ａ

・子どもたちの素直な気持ちを表現できる場所（ぽかぽかの木）があるのがとてもよいと思う。
・ぽかぽかの木の取組は、校内の雰囲気が可視化される良い取組だと思う。これが友達づくり、仲間づ
くり、そして校内の輪（和）につながれば良いと思う。
・長崎修学旅行の平和学習で学んだことを６年生が１～５年生の教室に出向いて伝える取組が素晴らし
い。
・人権教室や平和集会、人権集会と、年間を通した取組で、児童生徒に人権の大切さを伝えることがで
きていると感じる。

●いじめの早期発見、早期
対応に向けた取組の充実

〇「何かあった時、先生に相談しやす
い。」と感じる児童生徒８０％以上。
〇「いじめに対し、組織的に対応できてい
る。」と回答した職員９０％以上。

・定期的に生活アンケートや教育相談を行い、気になる
児童生徒については職員間で情報共有を行う。
・毎月１０日の「いじめ防止、心を考える日」に合わせて、
朝の時間に「いじめゼロ宣言」を読み上げる。
・いじめの未然防止に向けて、構成的グループエンカウ
ンターの授業実践に積極的に取り組む。
・職員研修やいじめ防止対策委員会を設定し、組織的に
いじめ防止に取り組む。

Ｂ

・毎月「生活アンケート」を実施、６月と１１月に教育相談期間を設け、すべ
ての児童生徒と面談を行い、必要に応じて職員間で情報共有することがで
きた。
・各クラスで「いじめ防止・心を考える日」に合わせ、「いじめゼロ宣言」を読
み上げ、いじめ撲滅に向けた意識を醸成することができた。発達段階に応じ
た構成的グループエンカウンターの授業実践例を提示し、各クラスで実施し
てもらうよう呼びかけた。
・全職員を対象とした「いじめ対応研修」を実施し、いじめの未然防止、早期
発見・対応についての意識を高めた。

Ｂ

・毎月の生活アンケートや教育相談の実施等、気になる児童について早期に対応することができ、「学校はい
じめをなくすためにしっかり取り組んでいると思う」と肯定的に回答した児童生徒は９０．８％で、目標を達成す
ることができた。
・「学校の先生は、自分が困った時などに相談しやすい」と肯定的な回答をした児童生徒は７７．８％で目標を
達成できなかった。しかし、昨年度よりも１０％以上増加しており、目標達成のために、構成的グループエンカ
ウンターなどを取り入れた授業を積極的に行い、支持的風土の醸成を一層図る必要がある。
・いじめ対応研修の実施や、適宜いじめ対策委員会を開催したことにより、「いじめに対し、組織的に対する
体制が整備されていると思う」と肯定的に回答した教職員は１００％で目標を達成することができた。

Ｂ

・学校内では子どもたちがしっかりあいさつをしてくれるが、学校外では進んであいさつをする児童生徒
は多くないのが現状である。
・「学校の先生は、自分が困った時などに相談しやすい」と肯定的な回答をした児童生徒が７７．８％に
とどまって、先生方の認識との差を感じる。
・教職員のアンケート項目に「場や機会をとらえて、手立てを工夫し、児童生徒理解に務め、児童生徒
の心に寄り添うことができていると思う」を追加すべき。
・いじめの早期発見・早期対応のためにも、児童生徒が相談しやすい環境づくりは急務だと考える。

●児童生徒が夢や目標を持
ち、その実現に向けて意欲
的に取り組もうとするための
教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う。」と回答した児童生徒８
０％以上.。
●「将来の夢や目標を持っている。」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒８０％
以上。

・各学年の実態や学習内容に合わせて、職業について
理解を深める時間をとる。
・構成的グループエンカウンターを計画的に取り組む。
・進路学習を系統立てて計画し、各学年で充実させる。 Ｂ

・４月の人権教室で、「四つの部屋」「いいところさがし」などの仲間づくりの
ための構成的グループエンカウンターを取り入れた授業に取り組んだ。今
後も朝の時間や学級活動などで実施する予定である。
・５年生で、大豆についての話と栽培活動を行った。
・７年生は芦刈学、８年生は職場体験、９年生は高校説明会を行った。
・９年生は夏休みに体験入学を行い、進路に向けて学んだ。

Ａ

・毎月の人権教室で、テーマに合わせた話や体験活動を行い、振り返ったことを掲示して全校に紹介したり、
先生からコメントをもらったりしたことで、「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」と８８．５％
が肯定的に答えており、目標を達成することができた。
・体験学習、児童朝会、生徒朝会等を通して、理想の自分について考える時間を設けることができた。「自分
は将来の夢や目標を持っている」について肯定的に回答した児童・生徒が７６．６％に達し、目標に近づける
ことができた。

Ｂ

・「将来の夢や目標を持っている。」と肯定的な回答をした生徒５８．４％と低い。中学生は将来の夢や目
標をもつことで学習への取り組み方が大きく変化すると言われている。進路指導のさらなる工夫・充実
を期待する。
・人に自分の夢を語れる人になって欲しいと思っている。

●望ましい食習慣と食の自
己管理能力の育成

●「健康に良い食事をしている。」と回答
した児童生徒８５％以上。
○「朝ご飯を毎日しっかり食べている。」と
回答した児童生徒８５％以上。

・全学年において、年間１回以上栄養教諭が参画した食
育の授業を行い、食に対する意識の向上を図る。
・家庭教育指針カードを用いて全学年で年３回振り返り
を行わせ、結果をその後の指導に反映させる。
・「食育だより」や学校HP等を通して、食の大切さに関す
る情報を保護者や地域に発信する。

Ａ

・毎日の給食時間に、電子黒板を使って５分程度担任や栄養教諭を中心に食に関
する指導を継続して行っている。
・１１月までに、約７割の学級で栄養教諭と連携した食育授業を実施し、食に対する
意識の向上を図っている。
・毎月「食育だより」を発行して保護者への啓発を行っている。
・ＳＮＳを活用して、毎日の給食の画像とメニューやこだわりポイントなどを保護者に
向けて発信している。フォローワー数は約２４０人。

Ａ

・「健康に良い食事をしている」と回答した児童生徒８８．０％。
・「朝ご飯をしっかり食べている」と回答した児童生徒９０．１％。
・「家庭でも、朝ご飯をしっかり食べるよう習慣付けしている 」と肯定的に回答した保護者９６．１％で、「食育
だより」の発行やSNSでの情報発信の成果が現れていると考える。
・給食時間や各学年での食育の授業などでの指導により、児童生徒の食に対する意識が向上した。

Ａ

・芦刈の学校給食は昔からおいしいと評判だったので、今の子どもたちも幸せだと思う。
・充実した取組がなされていると思う。今後は、食べ方など食事マナーの向上にも取り組んで欲しい。
・朝食を食べていない子どもがいるのが心配。
・健康管理に配慮したおいしい給食の提供、ありがとうございます。給食の献立から、各家庭が食事の
内容を学ぶような流れが生まれるといいなと思う。
・食育に関しては、さらに保護者に対する啓発が必要である。

●運動習慣の改善や定着
化

●授業以外で運動やスポーツを行う時間
が１週間で３００分以上の児童生徒、小学
校６５％以上、中学校８０％以上。

・家庭教育指針カードを用いて全学年で年３回振り返り
を行わせ、結果をその後の指導に反映させる。
・委員会活動で運動を行うイベントを開催する。
・ボールの貸し出しやボールの配布を行い、休み時間に
運動を行う機会を増やす。 Ｂ

・１２月の家庭教育指針チェックでは、達成率が小学生７７％、中学生は９年
生が極端に低いが、７・８年生は８０％以上を達成。
・雨の日以外でも昼休みに体育館開放を行うことで、運動時間を増やしてい
く。
・小学部では、赤白対抗のドッジボール大会を実施した。中学部では、学年
対抗のミニバレーボール大会を開催した。どちらも運動能力や発達段階を
考慮したルールの設定を行ったことで、運動を楽しむ児童生徒の姿が見ら
れた。
・ボールの貸し出しやボールの配布を行った。

Ｂ

・授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で３００分以上の児童８２．５％、生徒５１．７％。
・小学部は、天候に関わらず、昼休みに体育館を開放したことで、運動する時間が増えた。
・中学生で運動部活動を行っている生徒自体が少なく、運動量に個人差が非常に大きい。
・９年生は、部活動を引退すると、極端に運動量が下がる。
・保護者の車で送迎される児童生徒が非常に多く、日常的に歩く習慣がない。体力向上に向けて、家庭と連
携しながら、できる限り歩いて登下校するようにしていきたい。

Ｂ

・外遊びをする児童生徒が少なくなっていると感じる。自分も「あしぱる」の外（運動公園）で遊ぶように
声かけをするが、なかなか遊ぼうとしない。遊ぶ機会の提供として、ニュースポーツに取り組んでみたら
どうか。
・運動やスポーツなどの身体活動の充実によって、学力向上につながる「学習意欲・集中力・精神的持
久力」が育まれるという考えもある。運動時間や場所の確保についても検討して欲しい。
・下校時、あしぱる駐車場に子どもを車で迎えに来る保護者が多く、課題だと感じている。
・保護者の気持ちも分かるが、車による送迎は事故や渋滞などのマイナス面にもつながるので、引き続
き周知をお願いしたい。

○小・中学部が、ともに高め
合い、進んで行動できる児
童生徒の育成

○学期に１回ずつ、小中合同で取り組む
活動を計画する。

・１学期は体育大会（結団式を含む）、２学期は文化発表
会で合同プログラム（全校合唱等）、３学期は縦割りレク
レーションを計画する。
・主要な行事の前に意欲を高める活動を行い、活動への
意欲を高め、活動後にはその振り返りを行う。

Ａ

・小中合同の体育大会を実施、文化発表会では全学年（１～９年生）での全校合唱
を初めて実施できた。
・縦割り班給食を予定していたが、感染症拡大防止のため、小学部のみの実施と
なったが、縦割りレクレーションは実施できた。
・今後、中学部生徒会を主体として、学年合同遊びや中学生が小学生に読み聞か
せなどを実施する予定である。

Ａ

・学期に１回ずつ、小中合同で取り組む活動を実施することができた。
・「学校は小中合同の行事や異学年交流など、児童生徒が共に高め合う取り組みを充実させていると思う」と
肯定的に回答した教職員と保護者はともに９０％を超えているが、児童生徒は低く、意識の差が大きかった。 Ａ

・「学校は、小学生と中学生が一緒に活動したり、学習したりする機会をつくっていると思う。」と肯定的
に回答した児童生徒が少ないのは、「もっと交流したい」という意志の表明とも受け取れる。時間の確保
が難しいと思うが、小中交流でお互いに得るものも大きいので、今後も工夫した取組を期待する。
・今年度初の取組は小中一貫校ならではでの取組で非常に良いと思う。

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間
外在校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日と部活動休養日を毎週水曜日に設定し、全
職員で取り組む。
・長期休業中の年休取得を促進する。
・職員の勤務状況を把握し、自分自身の働き方改革に対
する意識向上と業務の効率化に積極的に取り組む。 Ｂ

・５月の途中で定時退勤日が変更となったが、時間を意識した仕事の仕方が少しずつ
定着しつつある。
・年休の取得合計時間が、８月末までに小学部２２６日、中学部１１２日と昨年度の同時
期（Ｒ５小学部１８２日中学部１１５日）より小学部は増えていた。中学部は中体連等の
振休を取得するため、年休がやや少なかった。
・８月までの超過勤務月平均が、小学部３１．２時間、中学部４２．３時間であった。（Ｒ５
小学部３８．１時間、中学部５２．４4時間）。昨年度同時期より大幅に超過勤務が減少し
ており、夏季休業中については、４５時間を超えている職員はおらず、メリハリのある働
き方となっている。

Ｂ

・成績２期制となり、学期末の業務が大幅に縮減できたことが大きな成果となった。個人差があるものの、退
勤時間を意識した仕事の仕方が定着してきた。
・年休については、職員一人当たりの年休平均取得日数は、小学部１３．６日、中学部１０．１日で昨年（小学
部１４．６日、中学部１０．１日）とほぼ同じであった。
・１２月までの超過勤務月平均が、小学部３３．５時間、中学部４２．０時間であった。これは昨年度の同時期
（小学部３９．９時間、中学部５４．１時間）に比べると小学部、中学部ともに大きく減少している。ただ、個人差
があり、部活動や行事等の前には休日に学校で仕事をしている職員もおり、業務の平準化が必要である。

Ｂ

・先生方の働く環境が改善され、笑顔が増えることは、児童生徒の生活や学力向上に直結すると思う。
・教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を意識した業務遂行の達成度が確実に向上して
いることは評価できる。個人差の解消と校務分掌の平準化という課題に取り組んで欲しい。
・新校時限になり、子どもが「早く帰れるから嬉しい」と言っていた。
・年休取得もさらに増やせるように取り組んで欲しい。
・さらに業務改善を図っていただきたい。

教

頭

●特別支援教育の充
実

○教員の専門性と意識の向
上

○特別支援に関する専門性が向上したと
感じる教員８０％以上。

・特別支援教育に関する研修会を計画的に実施する。
・配慮を要する児童生徒に関する情報共有の場を定期
的に設定し、必要に応じてケース会議を実施する。 Ａ

・年度初めと夏季休業中に、講師招聘（佐賀大学准教授）の研修会を実施し、個別の教育支援計
画の記入方法や配慮を要する児童生徒への支援について研修を深めることができた。
・保護者から相談があった際には、WISC-Ⅳの検査を紹介したり、ケース会議を開催したりして、
配慮を要する児童の支援について話し合い、短期的目標・中長期的目標を設定して、役割分担を
しながらその後の関わりにつなげた。定期的に生徒指導協議会等で共通理解を図ることができ
た。

Ａ

・職員研修「特別な教育的支援を必要とする子どもたちへの対応」において、ＩＣＴ機器を用いた支援について
学んだり、ケース会議での支援策を実践したりしてきたことで、学校評価アンケートにおいて、９６．９％の教員
が、特別支援教育に関する専門性が向上したと答えており、目標を達成することができた。
・月１回、佐賀大学准教授を招聘し、児童生徒支援について助言をいただき、支援につなげることができた。

Ａ

・計画的な研修等により、特別支援教育に関する専門性の向上が図られていると感じた。
・年々増える配慮を要する児童生徒とも関わりは難しいと思うが、今後も充実させて欲しい。
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（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中一貫教育の充
実・活性化

○プロジェクト部会の活性化
や校内研究の充実を中心と
した、小中一貫教育推進体
制の充実

○「小中一貫による９年間の教育活動が
充実している。」と感じる保護者８０％以
上。
〇「小中交流授業や小中一貫の取組が
充実している。」と感じる職員９０％以上。

・プロジェクトごとに重点取組事項を設定をする。
・小中教職員相互の授業協力体制の整備と小中交流授
業の実施する。
・学校だよりや学校HP等による情報発信する。 Ａ

・３つのプロジェクトからの提案をもとに、小中合同の学校行事や活動を計画的に実施
することができた。
・月２回程度のペースで学校だよりを発行し、小中一貫教育の取り組みを発信した。
・小学部の理科、外国語活動、図画工作科、音楽科、体育科などで小中交流授業を実
施できた。
・１１月に小城市学力向上研究大会を開催し、３年外国語活動で授業公開を行い、参観
者の意見や指導助言者からのご助言をいただき、研究を深めることができた。

Ａ

・「学校は小中合同の行事や異学年交流など、児童生徒が共に高め合う取り組みを充実させていると思う」と
肯定的に回答した教職員は９３．８％、保護者は９８．０％で、目標を達成できた。
・小中教職員相互の授業協力体制が整い、乗り入れ授業を計画的に実施できた。教育センター指導主事等
を講師に招き、計画的な職員研修や個人研修により授業改善が図られ、成果を上げることができた。
・学校だよりは、月２回程度のペースで定期的に発行できた。

Ａ

・「学校は小中合同の行事や異学年交流など、児童生徒が共に高め合う取り組みを充実させていると思
う」と肯定的に回答した教職員・保護者がほとんどで、先生方が小中一貫校の特性を最大限に活かすこ
とに尽力されているからだこそと感じた。
・小中一貫校だからできる乗り入れ授業の良さを今後も活かして欲しい。中学部の先生の授業は子ども
たちにとって新鮮だと思う。
・わかりやすさを基本とした情報発信に努めて、県内・国内一の小中一貫校を目指して欲しい。

副

校

長

○コミュニティ・スクー
ルの推進

○地域との交流や地域を生
かした体験学習の充実

〇「地域との交流や体験学習に積極的に
参加している。」と感じる児童生徒８０％
以上。
〇「学校の教育活動は地域との連携がな
されている。」と感じる保護者・職員の割
合８０％以上。

・生活科・総合的な学習の時間で、地域（ひと・もの・こ
と）を学ぶ場を設定する。
・地域との連携・交流を生かした活動の設定と工夫した
活動を行う。
・学校だよりや学校HP等による地域連携に関する情報
発信を定期的に行う。

Ａ

・ほとんどの学年で、生活科や総合的な学習の時間に、地域と連携した学
習を実施できた。
・学校だよりを通して、各学年の地域と連携した教育活動を情報発信でき
た。学校だよりは学校ホームページに掲載している。２学期からは、紙媒体
での配付をやめ、はなまる連絡帳アプリでの配信に変更した。
・コミュニティスクールだよりは、学期に１回のペースで発行できた。

Ａ

・「地域との交流や体験学習に積極的に参加している」と肯定的に回答した児童生徒は６４．０％で目標を達
成できなかった。活動内容や課題のもたせ方の工夫などの改善が必要である。
・「地域との連携がなされている」と肯定的に回答した保護者は９８.１％、職員は１００％と目標を達成できた。
・どの学年も、地域学習や地域を生かした体験活動、地域の方々との交流学習に取り組むことができた。
・６年生の「芦刈いきいき大作戦」では、芦刈の町をより良い町にするために活動する地域の方々と出会い、
それを「ありがとう集会」で多くの参観者、全校児童に向けて発信することができ、地域貢献となる活動ができ
た。

Ａ

・芦刈観瀾校が「地域の学校」「地域と共に歩む学校」として日々尽力いただいていることを大変有り難
く思っている。
・時代の変化により、大人同士の関わりも希薄化している。地域について学ぶ機会の充実、まちづくりへ
の子どもたちの参画により、保護者同士のつながりが生まれたらいいなと思う。

副

校

長

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・昨年度に続き「学びの７本柱」について粘り強く指導してきたことで、学習規律が身に付いてきた。標準学力検査（CRT）の結果において、ほとんどの学年・教科で前年度より伸びが見られた。今後は、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、学習者が主体となる授業改善に取り組んでいく必要がある。
・小学部・中学部とも、計画的に特別支援教育や人権教育、道徳教育、安全教育、生徒指導に取り組んできたこともあり、児童生徒が落ち着いて学校生活を送ることができている。しかし、不登校及び不登校傾向の児童生徒は少なくなく、改善に向けた対策が必要である。
・ここ数年、コロナ禍で中止されていた地域と連携した取組の再開され、各学年が活動内容の見直しを行いながら充実した活動ができた。次年度「コミュニティスクール」指定４年目を迎えるが、児童生徒が主体となる活動に重点を移しつつ、さらなる充実を図ってていきたい。
・教職員の業務改善の意識が高まり、小学部・中学部とも時間外在校等時間が大幅に縮減した。学校における働き方改革をさらに推進していくために、次年度から校時限の大幅な見直しを図る。これに伴い、自分の働き方を見直そうという職員の意識の高まりを感じられる。
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重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学習規律の確立のために、「学びの７本柱」を粘り強く指導したことで、学習に前向きに取り組む児童生徒が増えた。標準学力検査（CRT）の結果において、ほとんどの学年・教科で前年度より伸びが見られたものの、課題も残った。職員一人一人の授業力向上と学習規律「学びの７本柱」のさらなる定着に向けて全職員で取り組むことで、学力向上を図る。

・運動習慣の改善については、委員会によるイベントの企画・実施を計画的に行ったり、徒歩登校について家庭へ協力を依頼したりする。また、昼休みや業間休みを利用して、外遊びを呼びかける。

・心の教育では、体験学習や活動等を多く取り入れ、情操教育の充実を図ることができた。また、家庭との連携により、食事の大切さを理解している児童生徒が増えた。

２　学校教育目標 　ふるさとを愛し、未来を拓く、心身ともに元気な子どもの育成　～「ともに」「つなぐ」小中一貫教育　～

３　本年度の重点目標
◆学力向上　　　　　　　　◆多様な活動を促進するための教育活動や働き方の見直し　　　　　◆保護者・地域連携の推進　　　　　　　　　　◆基本的生活習慣の確立と体力の向上

◆豊かな心の育成　　　　　◆生徒指導体制の確立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆小中一貫教育の成果の確認

主
な
担
当
者

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 　小城市立小中一貫校芦刈観瀾校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●健康・体つくり
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●学力の向上

●心の教育


